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鼠径部および陰嚢内無痛性腫瘤 を形成 した

マ ンソン孤虫症の1例

京都府立医科大学泌尿器科学教室(主 任:渡 辺 決教授)
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A CASE OF SPARGANOSIS MANSONI WITH A PAINLESS MASS 

    IN THE INGUINAL REGION AND THE SCROTUM
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   Sparganosis mansoni rarely occurs in the inguinal and perineal regions in Japan. A case of 
Sparganosis mansoni with a painless mass in the left inguinal region is presented. A 67-year-old male 
visited our hospital with a complaint of a painless mass in the left inguinal region in May, 1995, and 
another mass appeared in the scrotum two days after the first visit. Ultrasonography revealed a solid 
subcutaneous mass 2 cm in diameter. These masses were surgically excised by an inguinal approach 
and a parasite, 10 cm in length, was found in the mass. The parasite was diagnosed histologically as 
Sparganosis mansoni, which is a larva of the genus Diphyllobothrium. 

                                             (Acta Urol. Jpn.  42: 983-985, 1996) 
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緒 言

今回私たちは,左 鼠径部お よび陰嚢内 に無痛性腫瘤

を形成 したマ ンソン孤虫症の1例 を経験 したので,報

告す る.

症 例

患者:67歳,男 性

主訴:左 鼠径部無痛性腫瘤

既往歴 家族歴:特 記すべ きことな し

渡航歴:1988年4月15日 よ り,3カ 月 間中国北京に

滞在

現病歴:1995年2月 頃 よ り,左 鼠径部 に無痛性腫瘤

を自覚 し,1995年5月1日 当科 を受診 した.そ の2日

後に突如,左 陰内に も腫瘤が出現 したため,精 査加療

目的にて当科入 院 となった.

入 院時現 症:身 長154cm,体 重53.5kg,栄 養 状

態 は良好で,左 鼠径部お よび陰嚢 内に圧痛 のない弾性

硬 の腫瘤 を触知 した.

入 院時検査所見:血 液一般 および血液生化学的検査

において,CRP,IgE,好 酸球 数 を含め異常 は認 め ら

れず,検 尿所見で も異常 は認 められ なか った.

X線 検査所見=胸 部X線,KUB,DIPに 異常 は認

め られなか った.

超 音波検査所見:左 陰嚢 内に,精 巣 とは連続性 のな

い,直 径2cm,内 部 エ コー像 が混合パ ターンを呈す

る充実性の腫瘤が認め られた(Fig.1).

CT所 見:造 影CTで は,左 陰嚢内に直径2,5cm,

内 部 は不均一で,辺 縁のエ ンハ ンスメ ントが良好 な腫

瘤が認 められた.

確 定診断 を目的 として,1995年5月31日 に左鼠径部

お よび陰嚢内腫瘤摘除術 を施行 した.

手術所見(Fig.2):腫 瘤 は外鼠径輪か ら陰嚢 まで連

続 してお り,一 部精索お よび精巣固有漿膜 との癒着が

Fig. 1. An ultrasonogram revealed a tumor 2 
      cm in diameter (arrow) with a mixed 

       pattern in the left scrotum.
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認められた.鼠 径部腫瘤の剥離の際,内 部が一部露出

し虫体 らしきものが認められ,陰 嚢内腫瘤を切開した

ところ,内 部より頭部に活発な伸縮運動 を呈する約
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Fig.2.Theoperativespecimen.
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10cmの 白色紐条の虫体が認められた(Fig.3).

病理組織学的所見:出 血および線維化,好 中球 と好

酸球の浸潤を含む異物肉芽腫像が認められた.虫 体の

病理学的所見では,壁 は角皮と角皮下細胞からなり,

内部に偽体腔はなく,排 泄管と思われる小管腔を含む

疎な筋組織が認められた.ま た,条 虫に特徴的とされ

る球状あるいは同心円板状の石灰小体が認められ,マ

ンソン孤虫症と診断 された(Fig.4).

術後経過:患 者は経過良好で,術 後14日 目に退院と

なった.退 院後は当科外来にて経過観察中であるが,

現在,他 の部位を含めて再発は認められない.

考 察

マ ンソ ン孤 虫 症(Sparganummansoni)は,1881

年,京 都療病 院(京 都府立医大 の前 身)の 外国人教 師

Scheubeが1男 子 囚人の尿 道か ら排 出 した虫体 を発

見 したのが,最 初の例 とされる.し か し,発 表 された

のは,中 国の慶 門で1中 国人の剖検の際 にえた虫体 に

つ いて,1882年 にマ ンソンが報告 した もののほ うが早

い.さ らに1916年 には,山 田が ヒ トか らえた虫体 をイ

ヌに与 え,成 虫 にな るの を確認 して,そ の虫体が マ ン

ソ ン裂頭条虫の幼虫であるこ とを確認 した1)そ れ以

来,マ ンソン裂頭条虫幼 虫の報告 は日本や中国に多 く

み られ る.本 邦で は,本 症 は北海道 を除 く全 国に分布

し,毎 年数例か ら10数 例 の報告があ る2)

マ ンソン裂頭条虫の生活 史は,通 常成 虫か ら産生 さ

れた虫卵がコラシジウム とな り,第1中 間宿主 のケ ン

ミジンコに捕食 され,プ ロセル コイ ドとなる.こ れを

第2中 間宿主であ る鳥類 両棲類 ・爬 虫類 ・哺乳類が

摂 取 し,そ の体 内で プ レロセル コイ ドとなる.そ し

て,終 宿主 はこれ らの第2中 間宿主 を捕 食す るイヌ

ネコ キッネ タヌキな どの肉食動物である2・3・6)

ヒ トへの感染経路 としては,第2中 間宿主である動

物 を健康食 ・強壮食あるいは民 間療法の 目的で,生 の

まま,ま たは十分 に火 を通 さず に摂取す ることに よっ

て本虫が感染す る.ま た,プ レロセ ルコイ ドの寄 生 し

ているケン ミジ ンコで汚染 された井戸や簡易水道 ・河

川 などの 自然水 を飲 むことに よる感染 も考 えられ る.

そ の他,カ エルやヘ ビの生皮 生 肉を患部 に貼 る民間

療法で,経 皮 ・経粘膜感染 も生 じるとされる.こ の う

ち本邦で は,マ ムシなどのヘ ビ ーカエ ル ・ニ ワ トリを

生で食べた り,生 水 を飲用するこ とによる感染 と考 え

られる例が多い.他 にはコイ イ ワナな どの淡水魚や

ウマ ウ シ イノ シシ ブ タの生食 ,ヘ ビ ース ッポ

ン ドジ ョウの生 き血 などによる感染 と考 え られてい

る報告例 もあ る2・4)

しか し実際 には,感 染源が不明の症例 も多い 自験

例は,中 国への渡航歴 はある ものの,感 染 を疑わせ る

食生活 の既往 はな く,ま た いか もの食 いの習 慣 もな
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か ったため,感 染経路 は不明であ った.

本 邦で は私 たちが調べ たか ぎ り,380例 の 本症の報

告があ り,そ の寄生部位 としては四肢 股部 ・腹部

胸部 鼠径部 ・陰部 頭頚部 と,か らだ中どこにで も

出現 す るよ うであ る.今 回,私 たちが経験 した鼠径

部 ・陰部に寄生 した もの は,自 験例 を含 めて62例 あ

り,そ の中で左右側の判 明 してい る12例 では,う ち10

例 が右側であった3・5)

本 症 の症状 として は,移 動性 ・無痛性 の皮下腫瘤が

特徴的であ り,と きに圧痛 を きた した り,潰 瘍 または

血腫 を作 ることもあ る.稀 に頭蓋内に寄生 し,知 覚麻

痺 痙 攣発作 記憶 力低 下等 を きたす との報告 もあ

る.

虫体 の形態は光沢 をもった乳 白色の体節 のない紐状

で,通 常頭 部 は活発 な伸縮 運動 を示す.大 きさは,

750mm×10mmと い う大 きい もの か ら5mmXO.3

mmの 小 さい もの まで あ り,自 験 例 の100mm×3

mmと い う大 きさはそれ らの中間 にあ った.ま た本

虫 に特 徴 的 と され る頭 部 の伸 縮 運 動 が 認 め られ

た1--3・5)

本症 の診断 は,適 合終宿主 を用 いて幼虫から成虫を

えることで確定すべ きであ るが,実 際 には,皮 下腫瘤

等の臨床症状 と,第2中 間宿主摂取の既往,摘 出虫体

の病理学 的検査 による石灰小体 の証明 などによ り,行

われている.こ の際,オ クタロニー法 ・電気泳動法等

の血清免疫検査が参考 となる2・3)

治 療 として は,本 症 の ための特異的 な駆 虫薬 はな

く,エ タノール局注 ビチ オ ノール内服等の方法 もあ

るが 外科的摘出が最 も確実な方法 と考え られる2・4)

最 後 に,マ ンソン孤 虫症 とはマ ンソ ン裂頭条虫幼虫

症の ことであ り,成 虫の存在が判 明 したので,も はや

孤虫 と呼ぶのは適当ではな くなった.し か し長年呼 び

親 しまれて きたため,な おこの名 が存続 してお り,本

症 もマ ンソン孤虫症の1例 と して報告 した.

結 語

左鼠径部および陰嚢内無痛性腫瘤を主訴 としたマン

ソン孤虫症の1例 を経験 したので,若 干の文献的考察

を加えて報告 した.

なお,本 論文の要旨は第152回 日本泌尿器科学会関西地方

会において発表 した.
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